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【動機】

ミンミンゼミの胸背部には黒色と緑色の複雑な斑紋がみられる。黒色の多い黒色系と緑色の多い
緑色系の割合が、調査地点ごとに異なる結果が得られた。幼虫の特性から、土壌条件の影響は少
ないと考え、地中温度と各斑紋の出現率の関係を解明すべく本研究を行った。

【方法】

各調査地点の成虫および地上に出てきた幼虫の斑紋型を調査した。また人工気象器内で終齢幼虫
を飼育温度を変えて飼育し、生じる斑紋型を確認した。あわせて博物館などの標本を調査した。

【結果】

ミンミンゼミは4月から6月までの積算地中温度が高くなると、緑色系が増加し、黒色系は減少し
た。人工飼育は各1個体の羽化であったが、同様の傾向が得られた。環境変化がおき地中温度が上
昇した地点でも、緑色系が増加した。また標本調査では、山地帯では緑色系はみられなかった。

【まとめ】

ミンミンゼミは4、5年地中で過ごしている。その中で、終齢幼虫の一定期間に地中温度が上昇す
ると、成虫における緑色系の個体が増加する可能性があることが示唆された。

【展望】

近年の温暖化、ヒートアイランド現象などで気温上昇により多くの生物が影響を受けている。ミ
ンミンゼミも緑色系の個体が増加していく可能性が考えられる。緑色化が高温耐性をもたらすの
か、色素発現の過程に高温が影響を与えるのかを検討し、温暖化が進む中で生物の適応を考える
ことができる。
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